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服が女性を作り出すと考えたことは一度もない。」(Butler, 1993, p. 231)とはっきりと述べて
いる。バトラーにとってのジェンダー・パフォーマティヴィティとは、選択的な結果として現
れるのではなく、むしろ生存可能な主体としての資格を得、留まり続けるための、規範の強制
的な引用にある (Butler, 1993, p. 232)。つまり、ジェンダー・パフォーマティヴィティとは、
自由意志を持つ行為者が選択的に決定できるものではなく、むしろ主体の編成に先行し、行為
者の存在あるいは生存可能性を条件づけるものとして作用するのである。そのような意味にお
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Bodies that matterにおいて主張した、と位置づけている (Prosser, 1998, p. 28)。しかし、パ
フォーマティヴィティとパフォーマンスの違いを明確に主張した論文” Critically Queer” に
おいて、「ジェンダーの演劇性」について言及した箇所では、「演劇性」は「完全に意図的では
ないもの」(Butler, 1993, p. 282)であり、自己提示や自己形成とは混同されてはいけないもの






を演じる (Butler, 1990/1999, p. 244)かについての描写があり、ジェンダーのパフォーマンス
は「強制的な制度のなかで存
サバイバル
続していくための戦略」(Butler, 1990/1999, p. 245)として位
置づけられている。また、清水晶子は” Imitation and Gender Insubordination” を「バトラー
の著述の中でも とりわけパフォーマンスとパフォーマティブとの切り離しがたさが目立つも
の」(清水 , 2006, p. 174)として評価しており、その中でバトラーは明確に「パフォーマンス








な状況でヘゲモニックな形態の反復を強制されるようなものである (Butler, 1993, p. 124)。そ
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ンシーの可能性とその可視化を模索した理論家の一人である (Case, 1989/2009)。ブッチ -フェ
ムという役割演技が、支配的な異性愛文化への同一化として捉えられることの多かった当時、
フェムは「レズビアンにブッチの役割を強いることによって生得的なレズビアンを損傷するよ
うな堕落した異性愛女性」(Case, 1989/2009, p. 34)であり、女性を男性化させることで、女
性同士の友情関係を性的なものにしてしまうという理由から（しばしば白人中産階級の）フェ
ミニストたちに否定されがちであった。
それに対してケースは、ブッチ -フェム役割における「キャンプの機能」(Case, 1989/2009, p. 
36)を読み込むことによって、レズビアンのブッチ -フェムの伝統を、異性愛規範の模倣や
同化から切り離す。舞台装置としてのキャンプは「本物／真実」対「偽物／虚偽」の差異を
解体するものであり (Case, 1989/2009, p. 36)、自己決定に基づいて行われるそのパフォーマ
ンスは、ジェンダー・イデオロギーの内部と外部に同時に存在するような「フェミニスト主
体」として考えられうるものであるとケースは主張する (Case, 1989/2009, p. 32)。ケースは










4 4 4 4


























的なものとして想定してしまう危険性をはらんでいるのだ (Martin, 1998, pp. 13-14)。
プロッサーが指摘するように、ジェンダー・パフォーマティヴィティ、つまりジェンダー
の行為遂行性の攪乱性に対する可視性の要請が、ジェンダー・コンスタティヴィティ（ジェン
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ハイフェム性のトランスジェンダー的側面というものがある [Hollibaugh]」(Hollibaugh & 












によって、定義される」(Prosser, 1998, p. 43)と指摘し、「トランスセクシュアルの語りとは、
肉体的な内部性（内面的な身体感覚）というカテゴリーと、そのような身体感覚の（外面的な























スト主体が可能になる」という前提に拠っていると指摘しながら (清水 , 2003, p. 57)、フェム
の政治的可能性は女らしさの規範からの「距離」や「過剰」にではなく、むしろフェムにおけ
るジェンダー同一化のストレート性と、性的対象選択のクィア性という「つじつまのあわなさ」
(清水 , 2003, p. 61)に存在すると説明している。
つまり、マーティンや清水の議論における「不可視のフェム」とは、「ジェンダー同一化の
4 4 4 4 4 4 4 4 4
ストレート性
4 4 4 4 4 4
」によってその「クィアな性的対象選択」が不可視化されるという意味であり、
その女らしさ／女性性という「ストレートな


















とにいらだちを覚えているようである (Hollibaugh & Samarasinha, 2000, p. 249)。しかも、
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への違和感」であると同時に、自らの（ハイ）
フェム性を確立／確認する手段もまた、「ただのジェンダーの領有でも、ガールになることで








おす試みのラディカルな可能性」(清水 , 2003, p. 58)を持つ。しかしその一方で「異性愛者で
ある」ことが前提とされるような強制的異性愛社会において不可視の存在であることが、レズ
ビアン・コミュニティからの中傷や誤認と重なったとき、フェム・レズビアンは著しい失望と
疎外感を感じることとなるという (Samuels, 2003, p. 246)。そのような状況でフェムはつね
に自らのアイデンティティが疑問視され続けるという、非常に困難な状況に立たされることに






うな「身体の他性 the alterity of the body」をバトラーの理論では十分に説明できないと指










(Hollibaugh, 2000, p. 147)ような経験や、「生まれつきの女の子 Girl-By-Natureという宿命」
を拒絶し (Duggan & McHugh, 2002, p. 166)、「たとえ生まれたときに割り当てられたジェン
ダーから〈もう一方の〉ジェンダーへと横断していないとしても、それでも私たちは異なっ
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まさにその反対の状態̶『他者／他のもの other』になるという状態あるいは特質を必然的に









と指摘する (Silverman, 1996, p. 17)。しかしこのような統合によってもたらされる歓喜に満





マンの中で位置づけられる (Silverman, 1996, p. 31)。
一貫した身体自我の概念が文化的に価値づけられることによって、身体的多数性は悲劇的
で暴力的な経験として知覚されることとなる。シルヴァマンは『精神分析の四基本概念』（セ
ミネール XI）において「眼差し the gaze」と区別してラカンが用いた、「スクリーン the 
screen」という概念を「文化が表象する、社会的アイデンティティが刻み込まれる様々な〈差
異〉の形式」(Silverman, 1996, p. 19)として捉える。その上でシルヴァマンは、スクリーン
において表象される様々な「差異」の形式とは、全ての理想化された属性̶「白人性」「男性
性」「異性愛」̶がその反対の意味をも含んでいること、つまりそれ自体が「理想というより





ないようなものとして経験されるのである (Silverman, 1996, p. 20)。
一貫した身体自我の概念が文化的に価値づけられることによって維持される、「自己同一的
な身体の原理」においては、身体的多数性は悲劇的で暴力的な経験とならざるを得ない。シル
はないことを証明すること」(Craig, 2009, p. 123-124)がフェムにとって困難であるような状
況において、フェムのアイデンティティは「どのように見られるか
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[dots 

















我 exteroceptive ego」と、「自己受容的自我 proprioceptive ego」はそもそも分離している
ものであり、自己受容的自我との関係において、鏡像は『外部』として知覚されるものである
(Silverman, 1996, p. 15-16)。「自己受容性 proprioceptivity」とは、視覚的イマーゴと同様に、
身体自我の形成の中核をなす概念であり、特にシルヴァマンは、これを身体の感覚 the body’
s sensationと深く関係しているものと位置づけた上で、「視覚的ではない身体形式の図式」を
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photographed」ことによって、ラカンの「バラバラな身体 Body in Bits and Pieces」とい
う悲劇的で暴力的なものとして経験されるという。
フランス社会がファノンに突きつける鏡とは「徹底的に非 -理想化されたもの」(Silverman, 







くことである。(Silverman, 1996, p. 28) 
ここで重要になるのは、視覚的イマーゴとしての「黒人性」のスクリーンが自己受容的身体と
等価にならないよう、その距離を縮めるのではなく、むしろ維持／主張する






























（Schilder, 1950/ 1987, p.88-91）、またシェーラーの議論において「自己自身の自我と他者の
個体的自我との真の一体感
4 4 4
」(Scheler, 1923/1977, p. 50)を意味する「異発的同一化」をワロ
ンの鏡像段階理論を通して読むことで、シルヴァマンは非 -理想化されたイメージへの同一化










しろ「非常に不愉快な同一化を引き起こす」(Silverman, 1996, p. 27)であると同時に、理想
化された白人性への異発的同一化もまた、「自己が決してなることのできない」ような、「到達
不可能な身体規範」(Silverman, 1996, p. 29)であるからだ。シルヴァマンは、ファノンの描
く黒人男性の身体自我とはむしろ、白人男性の視線 the lookが特権化されたカメラ／眼差し
として機能する中で、否定的な意味を付与された「黒人性」のスクリーンに「焼き付けられる 
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なく、自分自身がガールになるのを見ること
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
[dots added]なのです。[Hollibaugh]
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や適合するのを感じる
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
[dots added]能力にあるということである。要するに、それ
が非 -幻想的な状態であるということの根底にあるのは、セックスが変えなくてはい
4 4 4 4 4 4 4
けない何かとして知覚される
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
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4 4 4 4 4 4 4
[dots added]ような、バージャーの
「見られている自分自身を見る女性 “women watch themselves being watched”」、
あるいはマルヴィの「見られること” to-be-looked-at-ness”」なのだ。(Duggan & 
McHugh, 2002, p. 165-166)
ハイフェムのジェンダー・パフォーマンスは、女性性や女性の身体からいかに離れるかを
問題にするのではなく、むしろ女性性を指向し、執着し、そのスクリーン自体を変容させるこ























4 4 4 4
」を可能にするため、清水が「視覚的イマーゴを対象／客体とすることは、
自己がそれに対するコントロールをある程度取り戻し、視覚の領野にある意味で現れるための、












ティッシュ化」であり (Tyler, 2003, p. 104-105)、その意図に反して白人中産階級の女性性を「女
性性の本質」として書き込んでいくだけでなく、棄却するために呼び出される「否認されるべ




の形式として捉えている (Silverman, 1996, p. 19)。「社会的・歴史的差異が視覚の領野へ入り
込む場」(Silverman, 1996, p. 134) というシルヴァマンによるスクリーンの再定義を受け入れ
るならば、スクリーンを社会的・文化的差異の介入する場として考えることで、同時にそれを
非歴史的で普遍的なものではなく、変容可能なものとして思考することが可能となるはずであ
   38-39 10/03/24   1:41
40 41研究論文：〈トラブル〉再考：女性による女性性の遂行（パフォーマンス）と攪乱
Research Papers: “Trouble” Revisited: Female Female Impersonation and its Subversion
Prosser, Jay. (1998). “Judith butler: queer feminism, transgender, and the 
transubstantiation of sex” . In Second skins: the body narratives of transsexuality. 
New York, NY: Columbia University Press.
Samarasinha, Leah Lilith Albrecht. (2000). Gender warriors [Interview with Amber L 
Hollibaugh]. In My dangerous desires: a queer girl dreaming her way home (pp. 
239-252). Durham and London: Duke University Press.
Samuels, Ellen. (2003). My body, my closet: invisible disability and the limits of coming-
out discourse. GLQ: A Journal of Lesbian and Gay Studies, 9(1-2), 233-255.
Scheler, Max. (1977). 『シェーラー著作集 8：同情の本質と諸形式』 (青木茂 & 小林茂 , Trans.). 
東京 : 白水社 . = (Original work published 1923). Wesen und formen der sympathie. 
Frankfurt: Schulte-Bulmke.
Schilder, Paul. (1987). 『身体の心理学―身体のイメージとその現象―』（秋本辰雄＆秋山俊
夫 , Trans.）. 東京 : 星和書店 . = (Original work published 1950). The Image and 
Appearance of the Human Body. New York: International Universities Press.
清水晶子 . (2003). 「期待を裏切る―フェムとその不可視の『アイデンティティ』について―」. 
『女性学』, 11, 52-68.
清水晶子 . (2006). 「キリンのサバイバルのために―ジュディス・バトラーとアイデンティティ
ポリティクス再考」. 『現代思想』, 34(12), 171-187.
Shimizu, Akiko. (2008). Lying bodies: survival and subversion in the ­eld of vision. New York, 
NY: Peter Lang Publishing.
Silverman, Kaja. (1996). The threshold of the visible world. New York and London: 
Routledge.
Tyler, Carole-Anne. (2003). Boys will be girls: drag and transvestic fetishism” . In Female 





Butler, Judith. (1999). 『ジェンダー・トラブル―フェミニズムとアイデンティティの攪乱』 (竹
村和子 , Trans.). 東京 : 青土社 . = (Original work published 1990). Gender trouble: 
feminism and the subversion of identity. New York, NY: Routledge.
Butler, Judith. (1991). Imitation and gender insubordination. In D. Fuss (Ed.), Inside/ out: 
lesbian theories, gay theories (pp. 13-31). New York and London: Routledge.
Butler, Judith. (1993). Critically Queer. In Bodies that matter (pp. 223-242). New York, NY: 
Routledge.
Butler, Judith. (2004). Undoing gender. New York and London: Routledge.
Candy, Andy. (2008). The face of swedish transfeminism. In D. L. Volcano & U. Dahl (Eds.), 
Femmes of power: exploding queer femininities (pp. 50-55). London: Prole Books 
Ltd.
Case, Sue-Ellen. (2009). Toward a butch-femme aesthetic. In Feminist and queer 
performance: critical strategies (pp. 31-48). New York, NY: Palgrave Macmillan. 
(Original work published 1989)
Craig, Traci. (2009). Femme(In)visible or gender-blind?. In J. C. Burke (Ed.), Visible: a 
femmethology, volume one (pp. 123-127). Michigan: Homofactus Press L.L.C.
Dahl, Ulrika. (2008). Introduction. In D. L. Volcano & U. Dahl (Eds.), Femmes of power: 
exploding queer femininities (pp. 50-55). London: Prole Books Ltd.
Fanon, Frantz. (1998). 『黒い皮膚・白い仮面』 (海老坂武 & 加藤晴久 , Trans.). 東京 : みすず書房 . 
= (Original work published 1952). Peau noire, masques blancs. Paris: Ed. du Seuil.
Duggan, Lisa., & Kathleen McHugh. A fem(me)inist manifesto. In C. B. Rose and A. 
Camilleri (Eds.), Brazen femme: queering femininity (pp. 165-170). Vancouver: 
Arsenal Pulp Press.
Halberstam, Judith. (1998). Drag kings: masculinity and performance. In Female 
masculinity. Durham and London: Duke University Press.
Hollibaugh, Amber L. (2000). My dangerous desires: a queer girl dreaming her way home. 
Durham and London: Duke University Press.
Martin, Biddy. (1998). Sexualities without genders and other queer utopias. In M. Merck, 
N. Segal & E. Wright (Ed.), Coming out of feminism? (pp. 11-35). Oxford: Blackwell.
   40-41 10/03/24   1:41
42 43研究論文：〈トラブル〉再考：女性による女性性の遂行（パフォーマンス）と攪乱
Research Papers: “Trouble” Revisited: Female Female Impersonation and its Subversion
“Trouble” Revisited: Female Female Impersonation and its Subversion
Makiko ISERI
This paper explores the potential of female female impersonation by examining 
the nature of gender performativity as not necessarily being interlocked with gender 
crossing. This issue is studied in light of the desire for gender identication by femme 
lesbians, particularly high femmes.
Since the 1990s, there has been increasing attention on the subversive potential of 
gender crossing subject in both queer theory and post-structuralist feminist theory. 
However, femme lesbians have not only tended to be overlooked in this regard, but 
rendered “invisible” due to the fact that they “look straight.” 
This paper examines how high femmes do not try to resolve this conict but in fact 
maintain it, while still holding onto their “fem(me)ininity” in their strong desire for 
gender identication. The issue is explored through a study of high femme narratives 
and considered in light of Kaja Silverman’ s concept of “identity-at-a-distance.” 
Keywords: 











の共著である femmes of POWER: Explording Queer Femininities (2008)に掲載されている、
ヴォルケーノの撮影によるフェムの写真作品においても、鏡をモチーフとしたものが多く見
られる。
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